












はじめに 

過去においては,女性の生涯において,妊娠・出産・育児の占める比重は極めて重く,いわば

,これをもって女性の天職と見倣されていたとも言える。最近は一夫婦当りの子供数の減少

,平均寿命の延長,女性の就労の一般化等により,女性のライフ・サイクルの形態が大きく変

化し,多様化して来たために,従来とは異った母性機能の管理が必要となった。 

即ち,女性のライフ・サイクルの中で,妊娠・出産・育児は,比較的短期間の問題となったが

,他方,子供は益々,かけがいのない存在として取扱われ,又,母性機能が,女性のそれ以外の

自己実現(勤方,社会活動など)と競合する等の問題が出て来ている。従って,母性保健管理

が,更にライフ・サイクルの中で連続性を保ち,生活の場との相互関係を考慮した健康管理

システムの中で位置ずけられることが必要である。 

以上のような見地から,女性の各年代層における主要な健康問題を,母性保健的な視点より

取上げ,検討を行なった。 


